
麗澤大学 

101 

 

Ⅴ．特記事項 

1.学生相談室の活動 

最近の傾向である学生の多様化により、心理面だけでなく学業面や生活面を含む総合的

な支援を必要とする学生が増え、家族や教職員との連携の必要性が高まったことから、学

生相談室では『教職員のための学生サポートハンドブック(第三版)』、『学生相談センター

パンフレット』、『学生相談室だより』を作成し、学生に対するケアの充実に努めている。 

毎年発行している『学生相談室年報』では、諸活動の記録、利用者数と傾向についての

調査、入学時調査の概要と調査結果の他、教職員・学生向けに配信した資料も掲載してお

り、学生相談室の年間の活動を全て網羅したものとなっている。特に「利用者数と傾向」

や「入学時調査」については、データの掲載だけではなく、専任カウンセラーによる分析

を記載しており、学生の傾向を教職員が把握することのできる貴重な資料となっている。 

2.キャリアセンター 

 共通科目に配置しているキャリア科目の内容は以下のとおりである。 

1)「キャリア形成入門」：卒業生等をモデルに将来を展望させ、フィールドワークも交え、

産業や社会構造の理解を深め、職業選択の視野を広げられる 

2)「キャリア形成研究」：企業の事業活動や採用活動を理解し、就職活動やその後の社会

人としての心構えが自覚できる 

3)「キャリア形成演習」：就職活動での書類作成や面接試験に求められる自己理解、表現

力、プレゼンテーション能力、コミュニケーション能力等を学ぶ 

4)「麗澤スピリットとキャリア」：麗澤大学への理解と帰属意識を高め、他者とのコミュ

ニケーションを自身の学びに活かす方法を学ぶ 

5)「グローバルキャリア研究／ジェンダーとキャリア形成」：男女共同参画社会における

キャリア形成のあり方を多様な講師の経験等から学ぶ 

6)「インターンシップ A・B」：就業体験で、講義等で得た知識や能力の活かし方を確認

し、社会人との交流で実社会のルールを理解し、組織で生きる態度やスキルを学ぶ 

7)「基礎・学祭演習 A～F」：公務員採用試験の教養試験で出題される各分野を学び、論

理的思考力、外国語運用能力、自然科学や社会科学に関する基礎知識を修得する。 

3．麗澤・地域連携実習 

時代に求められているのは、自ら問題を発見し、解決方法を考え実践する人材の育成で

ある。従来の知識伝達型とは異なる、答えの無い問題について自らが考え試行錯誤する機

会が必要とされる。本学の狙いは PBL 型の学びを 1 年次に体験し、自らの発案による PBL

に繋げること。 

取り組む課題は、柏市・柏市内の企業から提示された行政や企業が現実として直面して

いる問題である。ヒアリング調査に行くためのアポイントメント取りなどは学生自身がや

らなくてはならない。学外の方の協力を取り付けることは初めての体験である場合が多く、

容易ではないことが予想される。最後は報告会で課題解決の提案をプレゼンテーションし

て、柏市又は企業と大学が連携して行われる評価を受ける。簡単ではないが、PBL の取り

組みを体験して、小さくてもよいから成功体験を獲得し、後の能動的な取り組みにつなげ

ることができるようになる。 

【資料 7-1-1 2019年度 麗澤・地域連携実習成果報告書】 


